








 本研究を通して、アンモニウム塩触媒の窒素原子をリン原子に置換したホスホニウム塩触媒も

似た触媒活性を示すことがわかった。両者を比較すると、触媒活性はアンモニウム塩の方が高く、

安定性はホスホニウム塩の方がよいことがわかった。このアンモニウム塩触媒とホスホニウム塩

触媒の活性の差を利用して、ジオール注5の選択的メタクリレート注6誘導体を高収率で作り分ける

ことができた。これらのエステルはメタクリレートモノマー注7として工業的に重要である（式３）。 

 

 

式３．アンモニウム塩・ホスホニウム塩触媒の使い分けによる選択的エステル化 

 

 トリグリセリド由来のメチルエステルは環境低負荷なバイオディーゼル燃料となる。バイオ

ディーゼルはパーム油等のトリグリセリドにアルカリ金属塩を触媒として加え、エステル交換

して合成される。しかし、反応後に金属種がバイオディーゼルに残留するため、金属の除去に

コストがかかるが、本触媒はこの問題を解決することができる。例えば、1 mol%のアンモニウ

ム塩触媒を用いて、ヤシ由来のパーム油であるトリラウリンから99%以上の収率で100gのバイ

オディーゼルを合成することができた。なお、副生成物のグリセリンは分液処理のみで水層へ

と抽出除去することができた（式４）。 

 

式４．パーム油からバイオディーゼルを効率的に合成 






